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高泌乳時における乳牛のエネルギ一利用の様相については FLATTら叫により初めて明ら

かにされたが，その後 SCHIEMANNら聞によれば，十分な飼料を与えたにもかかわらず，エネ

ノレギーの出納が蓄積にさしかかるのは分娩後 41~50 日以降で，平均 45 日聞は損失を示し，そ

の後蓄積に転じたが，分娩後 106日までに泌乳初期の総損失量の約 60%を回復したにすぎなか

ったとしている。小野町は熱量不足による高l腎皮質の呉常が卵胞膿腫に結びついていることを

明らかにし，また OSINGA23) は非定型の乳熱を， ROSENBERGER31)は起立不能症の急増を報告

するなど，妊娠末期から泌乳初期における飼養に関連して現場からも多くの問題が提起されで

いる。

乳牛は分娩前までに体力を十分に回復し適度の蓄積養分をもっていることが大切である。

従来飼養標準では養分量が多く示されていた。しかし最近の標準では諸成績聞をもとにして，

胎児の発育に必要なものを考え，この期間の母牛への養分蓄積については考えていなし、。この

ため日本飼養標準23)においても従来の数値よりも低い値で示されている。

妊娠の進行にともなって胎児とそれに関連した付属物は指数関数的に増大しり". 胎児は

5ヵ月ごろから次第に大きくなり 7カ月以降になると急に成長する。これにともない母体の負

担が一層大きくなることは当然考えられる。妊娠の進行にともないとくに妊娠末期には熱発生

量は著しく増加することはエネルギー出納試験において VANEs叫，橋爪ら 11))，FLA:廿らU)な

どにより報ぜられ，またマスク法による安静時の代謝を基にして BRODYら叫 橋爪ら1めは報
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